１．長期計画作成の趣旨と進め方

北極地域の強い温暖化に伴い大気のみならず海洋・陸域・雪氷圏で発生している急激で複合的な現象を解明するため諸研究機関・大学等が北極域研究を実施してきた中、GRENE北極事業が2011年度に開始し、大きく展開する局面を迎えています。しかしながら今後、さまざまな資源が限られている中で、日本のコミュニティーが効率的・効果的に北極環境研究をGRENE後(2016～)において長期（10～20年）に渡って実施していくためには、重点課題の選択と明確化、ギャップの確認と考慮、実施体制の検討と提案が必要であり、長期計画書としてまとめることが重要であります。本作業はコンソーシアムの役割としてGRENE運用指針に記述されていることであり、また作成された文書はファンディング機関や国内研究機関への提案ともなります。そして、本作業と成果物は、2015年に向け行われる予定のICARP－Ⅲに対する日本コミュニティーのインプットの役割を果たします。

これらを背景に、JCAR運営委員会では、長期計画作成の作業を行うことが、2013年1月8日の第5回運営委員会で決まり、現在、WG（世話人：大畑哲夫）を構成し、それがリードしJCARでのオープンな議論を通じて作成する作業に入っています。今回は重点課題等の提案を募集いたします。今後の予定は以下の通りです。
4月15日：重点課題等の提案募集の締切。
4月26-27日：ワークショップ開催。長期計画作成作業の説明、重点課題提案の説明、およびそれらに基づく議論を行います。
5月：各課題等毎のコーディネータ決定・依頼（コーディネータが関係者の意見を集約して各重点課題の内容を取りまとめます）
5月～11月：コーディネータによる必要に応じた個別WSの開催、それらをまとめて発表・検討する数回の全体WSの開催
11月：長期計画書の完成
２．重点課題等の提案の募集


重点課題の提案を募集します。

（1） 募集する提案の内容：上記趣旨に合致したもので以下のもの。

・重点的に推進すべき研究課題

・研究体制（基盤などインフラ、国際協力）等に関する事項
（２）重点研究課題を複数出す方は少ないとは思いますが、重点研究課題と研究体制等の事項を合わせて２つ以上の提案も可です。

（３）提出書類：添付の提案書様式に記載の上、提出してください。

３.で記載の４月WSで説明をお願いします。

（４）提出者：単独、グループを問わず。

（５）提出期限：

2013年4月15日（月）

（６）提出先：


JCAR事務局（jcar-office@nipr.ac.jp）
（７）提案の取り扱い


・WSでの配布資料とします。またJCARのWS資料として、保管します。

・WGでの今後の検討の際の資料とさせていただきます。

３．4月ワークショップの開催


長期計画作成作業の説明、重点課題提案の説明会、およびそれらに基づく議論を行うためのワークショップを以下の通り開催します。発表者以外の参加も歓迎いたします。
（１）日時：　
4月26日（金）10時～17時



4月27日（土）9時～17時

（2） 場所： JAMSTEC東京事務所・セミナー室
http://www.jamstec.go.jp/j/about/access/tokyo.html
（３）参加申し込み：添付の参加申込書に記載の上、提出してください。

（４）提出期限と提出先：4月15日（月）、JCAR事務局（jcar-office@nipr.ac.jp）
（５）備考１：参加できない方は代理発表、あるいは発表ppt送付をご検討ください。
（６）備考２：旅費についてはできる限り自前でお願いします。提案者（発表者）の中でどうしても旅費が必要な方はJCAR事務局へ申し付けください。

北極環境研究の重点課題等の提案（2ページ以内）

	提案者

（名前、職、所属、Email）
	

	共同提案者名


	

	課題（事項）等名


	

	研究（事項）の概要

　（現状と必要性、目的を記載）


	

	実施上の主要方策

	

	当該課題に関する国際的動向、およびそれとの関連
	

	4月WS（4月26，27日）での発表の有無
	有、　　　　　旅費：　必要　不要
無（代理発表者名:　　　　　　　E-mail：　　　　　　　　　）、

無（ppt送付）


第1回北極研究長期計画作成ワークショップの参加申し込み書
お名前：　　

職：
所属：
E-mail:

参加する日：　4月26-27日　4月26日　4月27日

発表の有無：　　有　　無


　　　　発表有りの場合：提案者本人　　代理発表者

発表有りの場合：旅費必要　旅費不要
